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（仮称）真駒内地区義務教育学校新築等に係る説明会議事概要 

 

○日 時：令和５年６月８日（木） 18時 30分～20時 30分 

○場 所：札幌市立真駒内桜山小学校 体育館 

○出席者：地域住民、保護者等               ～ 約 55名 

札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課      ～   ５名 

札幌市教育委員会学校教育部教育推進課      ～   ３名 

札幌市子ども未来局子ども育成部子ども企画課   ～   ３名 

札幌市都市局建築部建築工事課              ～   ４名 

札幌市都市局建築部電気設備課          ～   １名 

札幌市都市局建築部機械設備課          ～   ２名 

新築基本設計委託事務所               ～   ３名 

札幌市立真駒内桜山小学校、札幌市立駒岡小学校、 

      札幌市真駒内中学校 各校長・教頭        ～   ５名 

 

１ 開会あいさつ 

 ～ 札幌市教育委員会生涯学習部学校配置マネジメント担当課長 

⚫ 子どもたちの学びや、多様な交流の場として、この施設がよりよいものになるよう、

学校関係者の皆様に加え、地域の皆様にも内容をぜひ知っていただきたいという

趣旨で、本日の説明会を開催させていただくこととした。 

⚫ この学校の新築計画の検討にあたっては、ＰＴＡの方々、地域の代表の方々、教職

員の方々などをメンバーとして新築検討委員会というものを立ち上げていただき、

私ども札幌市と一緒に、様々な検討を行ってきた。 

⚫ 本日は、その検討した内容を知っていただき、ご意見をいただきたい。 

 

２ 近年の整備事例及び新築計画案について【映像資料】 

～ 札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課施設整備係 

 ⑴ 事業スケジュールについて 

⚫ 当初は、令和７年度中に校舎が完成し、令和８年度から開校する予定となって
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いた。 

⚫ しかしながら、様々な事情が重なり、早くて令和８年度末に校舎・屋内運動場

が完成し、開校は令和９年度以降となる見込み。 

⚫ 事業スケジュールが遅れてしまう事情としては、令和６年度からの週休二日制

の厳格化により、札幌市発注の公共工事の工事期間が軒並み延長されることに

ある。 

⚫ また、近年の資材、燃料、人材不足や物価上昇に加え、北海道新幹線等の大型

公共工事の発注が重なることから、準備期間や資機材の納期等に時間を要して

いることも理由。 

⚫ できる限り早く整備が完了するよう関係者一丸となって検討を進めている。 

⚫ 詳細な事業スケジュールが判明次第、地域の皆様には改めてお知らせしたい。 

  

 ⑵ 新築における施設整備の目標 

⚫ 「多様で柔軟な学習空間」、「健やかな学習・生活環境」、「地域との円滑な

連携」、「環境への配慮」の４つの項目を目標として施設計画を行っている。 

  

 ⑶ 近年の整備事例の紹介 

⚫ 写真をもとに、近年改築した学校において整備しているワークスペース、多目

的室、バリアフリー対策、避難所としての整備、環境配慮について説明。 

 ⑷ 施設計画概要・通学区域（案）について 

⚫ 校舎棟・第２屋内運動場を新築する。 

⚫ また、校舎棟には児童会館と多目的ホールを併設する。 

⚫ 前期課程（小学校段階）の通学区域については、子どもたちのへの影響を考慮

し、通学実態をもとに、現在の真駒内桜山小学校の通学区域を生かした案とし

ている。 

⚫ また、後期課程（中学校段階）の通学区域については、小中一貫した教育の観

点から、現在の真駒内桜山小学校と駒岡小学校の通学区域を合わせた案として

いる。 

⚫ 指定変更区域については、いただいたご意見を参考としながら、教育委員会が
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諮問する通学区域審議会で決定し、その結果を皆様にお示しする。 

  

⑸ 配置計画案・平面計画案について 

⚫ 配置図・平面図をもとに、校舎等の配置や各教室等について説明。 

  

３ 質疑応答 

⑴ 質疑 

ＮＯ 主な質問・意見の概要 回 答 

１ 今回の説明会は、夕方の１回のみとの

ことだが、働いている方は、平日の夕方

１回のみの開催では参加できない方が

たくさんいると思う。昨年の説明会は３

回に分けて土曜日も開催していた。多く

の方が参加できるよう複数回開催しな

いのか。 

開催案内に記載しているが、本日の説

明会に参加できなかった方に対しては、

配付した資料を札幌市のホームページ

に掲載し、広くご意見をいただくことを

考えている。 

２ 学校規模についてどのようなシミュ

レーションを行い、平面案の教室数とし

たのか。真駒内駅前の再開発後に若い世

代が移り住んできて、児童生徒数が増加

する可能性もあると思うが、都市計画を

担当している部署と連携しているのか。 

都市計画を担当している部署との連

携は行っている。再開発により、すぐに

教室が足りなくなるとは考えていない。 

 

３ 真駒内南町１号線沿いに昇降口を設

置したのか。真駒内団地３号線沿いの給

食出入口側を昇降口にした方が安全では

ないか。 

既存校舎を残したまま、新校舎を現在

のグラウンド位置に建設することから、 

現在の昇降口付近以外は道路と敷地

の間に高低差が存在している。１階部分

の段差がない状態で学校に入ることを

検討した結果、現在の案となった。また、

車両動線と歩行動線が重ならないよう
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に配慮した。 

 

４ 校舎から第２グラウンドまで２回道

路を横断しなければならない。 

安全対策は十分にされるのか。 

通学時とは異なり、昼休み等に先生の

見守りがないのであれば安全対策に不

安を感じる。 

 

 

グラウンドについては、小学校段階・

中学校段階が十分に活用できるように

第２グラウンドの整備を行う。 

第２グラウンドまでの移動の安全確

保については、現在検討している最中で

あるが、校舎から第２グラウンドまでの

道路は通学路に指定されており、著しく

危険な道路とまでは認識していない。 

ただし、安全面についての検討は重要

であると思っており、今後、学校とも相

談しながら学年ごとの対応策について

考えていく。 

５ 第２グラウンドまでの安全に懸念が

あるのであれば、地下歩道でつなげるこ

とや、歩道橋を作ることはできないの

か。 

以前住んでいた市町村では、学校とグ

ラウンドが離れており、交通安全面を考

慮し地下歩道を通れるようになってい

た。 

現在のところ、NO４のような認識でお

り、地下歩道以外の対応を検討していく

予定であるが、ご意見として参考にさせ

ていただく。 

６ 平面計画案では、２階に、保健室・心

の教室・教育相談室が１室ずつあり、前

期課程・後期課程両方で使用することに

なるかと思うが、一つの部屋で発達段階

が異なる小中学生の対応が可能なのか。 

保健室については、通常の校舎よりも

1.5 倍ほどの広さとするとともに、連携

を考慮し、保健室と教育相談室を並べ

た。 

視察に行った義務教育学校（京都市立

向島秀蓮小中学校）では、保健室に間仕

切りを付けて多様な子どもに対応でき
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るように運用していたため、同様の対応

は可能と認識している。 

７ トイレを低学年と高学年が共同で使

用することに対して、低学年が高学年か

ら悪い影響を受ける可能性もあるので

はないか。そういうことがないよう配慮

していくことが必要。 

低学年と高学年、前期課程と後期課程

の児童生徒が同じ校舎で生活する利点

を生かせるよう、縦のつながりをより意

識した教育課程にしていくことが望ま

しいと考える。 

今後、学校とも協議を行いながらより

良い学校づくりを行っていきたい。 

８ 特別支援教室は４室しかないが、今

後、特別支援学級の児童生徒が増えた時

に対応できるのか。特別支援学級の児童

は、卒業まで同じクラスで過ごすことが

多いが、児童が多くなることで、学年を

またいだクラスができる可能性はない

のか。 

特別支援学級の学習室・プレイルーム

については、１・２階に配置しており、

各階に多目的室があるので、間仕切りを

することにより、児童生徒数の増加に対

応可能と見込んでいる。また、多目的室

の数は他の学校に比べ充実している。 

９ 特別支援学習室に関する質問だが、特

別支援学級の児童は、８～９年生と同じ

階になるのか。 

１～４年生、５～７年生、８～９年生

で区切り、各階に教室を配置する案とし

ている。 

８～９年生の教室と後期課程の特別

支援学級の教室は、同じ１階に配置する

ことを想定している。 

１～４年生と前期課程の特別支援学

級の教室は、職員室近傍に配置すること

が望ましいと考え２階とした。 

５～７年生の教室は、使用する機会が

多い特別教室の近傍に配置した。 

10 配置計画案を見る限りプールが見当

たらないが、どこにあるのか。プールを

プールについては、建設を予定してい

ない。理由としては、年に数日しか使わ
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設置しないのであれば、その理由が知り

たい。 

ない中での管理の負担が挙げられる。 

全市的な動きとして、バス等で移動

し、近隣の公共施設や民間施設のプール

を使用することとし、新改築校にはプー

ルを設置しない方針としている。（仮称）

真駒内地区義務教育学校についても同

様の取り扱いとしている。 

11 すでに基本設計が終わった段階で大

きな変更を行うことは難しいと思うが、

校舎の位置を奥まらせるなど検討して

いただけるとありがたい。 

教室が真駒内南町１号線に面してい

るので、道路の歩行者からの視線が気に

ならないように目隠しをするなど配慮

していただければありがたい。 

道路から入口へのアプローチについ

ては、入口と校舎の距離を大きくとるこ

とは難しかったが、現状の学校位置と同

程度の距離を守っていると認識してい

る。また 10ｍくらいの距離を取っている

ので、それほど圧迫感は感じないと思わ

れるが、校舎３階の高さは丁度体育館と

同じ程度の高さになる。 

道路の歩行者からの視線については、

道路沿いに樹木を植えるため、目隠しの

効果が期待できる。 

12 建設工事では重機の出入りもあるか

と思うが、安全対策についてはどのよう

に考えているか。また、工事中の騒音に

対して、どのような対策を取るつもり

か。 

実施設計を進めていく中で、工事車両

の動線や騒音対策について計画を立て、

学校と共有していきたい。 

工事に先立って、説明会を開催し、具

体的な対策について地域の皆様にご説

明する機会を設ける予定。 

13 現真駒内中学校の解体について、昨年

は令和８年４月以降の解体と伺っていた

が、事業スケジュールに変更はあるか。 

現段階では、令和 8 年度中に解体する

想定に変更はない。 
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14 義務教育学校のメリット・デメリット

をしっかり確認した上で、子どもたちの

ためになるような学校づくりをしてい

くことが必要と考える。 

義務教育学校のメリットは、9 年間を

通じた学びがあるということ、小中のギ

ャップの解消につながることが挙げら

れる。また、小中の教員組織が 1 つにな

り、一人の校長が学校運営を行っていく

ことで、これまで以上に教員同士の深い

連携が生まれるとともに、９年間を通し

て子どもを見守ることができるので、子

どもたちにより良い教育環境を提供で

きると認識している。 

中学校は教科担任制となっているが、

小学校段階から教科担任の授業を受け

るなど、小学校との環境の違いに慣れる

ことができるような配慮も可能となる。 

デメリットについては、義務教育学校

となることで、小学校６年生のリーダー

シップを発揮する機会が無くなるとよ

く言われることがある。６年生の段階で

進級式を行うなど、メリハリをつけた

り、１～９年生の指導区分を３つに分

け、各区分の最高学年がリーダーシップ

を発揮できるような機会を作ったりす

るなど、学校づくりの検討を進めていく

上で、学校とも相談し検討していきた

い。 

15 義務教育学校のメリット・デメリット

について、札幌市ホームページで確認し

たが、教科担任制への対応など、より質

の高い教育を受けられることが素晴ら
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しいと感じた。 

16 学校がものすごく大きくなることが

一番の課題と考えている。 

学校の大規模化を解消することが、き

め細かい教育のための一番の方策であ

り、９年間連続しているからきめ細かい

とは言えないのではないか。 

国が定める標準の学校規模は、18 学級

以上 27 学級以下とされている。 

（仮称）真駒内地区義務教育学校の学

校規模は、700～800 人と想定しているた

め、標準規模に収まっていると認識して

いる。 

教職員数は、通常の小中学校と同じ人

数を配置する予定。また、管理職につい

ては、校長・副校長・教頭を各１人配置

する。２校分の管理職の残り枠１人につ

いては、教職員に回すことになる。  

そういった職員の振り分けを検討し

ている。 

17 駒岡小は閉校しないということで良

いか。 

また、駒岡小から義務教育学校に進学

した場合、学校まで距離があるが、スク

ールバスはないのか。 

現時点で閉校の予定はない。 

スクールバスは導入しておらず、通学

定期助成の対象にはなっていない地域

である。 

 

18 小学校段階から９年間義務教育学校

に通っている子どもと、駒岡小から進学

し、途中から義務教育学校に通う子ども

にカリキュラム等に差が生まれないか。 

義務教育学校と駒岡小をパートナー

校とする予定なので、より連携が深まる

ような仕組みを作っていきたい。 

例えば、宿泊研修を一緒に行ったり、

合同授業を実施したりするなどの取組

をする中で、交流を図っていければ、ス

ムーズな進学に繋がると考えている。 

学校づくりの検討の際には、駒岡小の
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校長先生にもご協力いただきながら進

めてまいる。 

19 小学校段階と中学校段階で授業時間

が異なるがチャイムはどうなるのか。 

チャイムについては、共通の時刻では

鳴らし、他の時刻は鳴らさないという対

応が考えられる。 

今後、学校と協議して検討する。 

20 義務教育学校の学校名はどうなるの

か。卒業生が誇れるような学校名にして

ほしい。また、どのようなプロセスで決

まるのか。制服はなくなるのか。 

学校名については、現在未定。 

他の義務教育学校は、現在公募中で

「札幌市立義務教育学校○○学園」の○

○の部分を公募している。真駒内地区に

ついても今後公募により決定する予定。 

制服については、学校としてどういう

制服が良いのか、これから検討していく

ことになるので現在未定。 

21 真駒内東町１・２丁目（資料Ｐ３の➀

の地域）に住んでおり、子どもが令和８

年度に中学校に進学するが、指定校が真

駒内中学校から真駒内曙中学校に変わ

るのはいつからか。指定校を確認して自

宅を購入したことから、急に変更となる

ことに戸惑いを感じる。義務教育学校も

選択可能としてほしい。 

通学区域については、皆様からの意見

を参考にしながら、最終的に決定してい

きたい。 

 

⑵ 今後の流れなど 

⚫ 今後、設計を進めていくにあたり、地域の皆様方のご意見等をお伺いしながら、

できるものは反映していきたいと考えている。 

⚫ また、次第の下段に記載しているとおり、ご意見等があれば、７月 31 日（月）

までに、教育委員会学校施設課宛に書面にて提出をお願いしたい。 
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⚫ また、本日、参加できなかった地域の皆様に向けては、札幌市のホームページに

今回の資料や議事録を掲載するとともに、７月３日から７月３１日までの期間

は、真駒内中学校、真駒内桜山小学校、駒岡小学校、真駒内まちづくりセンター、

真駒内五輪児童会館で閲覧できるようにし、ご意見をお寄せいただくことを考

えている。 

 

４ 閉会あいさつ 

 ～ （仮称）真駒内地区義務教育学校新築検討協議会委員長 真駒内桜山小学校長  

⚫ 会議の中で何度も出てきた言葉が、「子どものために」という言葉だった。その思

いはみな一緒だと強く感じた。 

⚫ こんなにも子どもたちが地域の方々に支えられていることを改めて実感した。 

⚫ 今後とも子どもたちの健やかな成長のためにお力添えを賜ればと思う。どうぞよ

ろしくお願いしたい。 

 

 

 



1

3

当日の説明・回答への補足等

NO

2

　義務教育学校になることで教員数が減ることはなく、むしろ小中
教員の多様な視点で子どもの良さを踏まえ支援することができると
認識しております。
　加えて、義務教育学校においては、小学校段階と中学校段階の９
年間をひとまとまりとして捉えることにより、従前の同世代の集団
での学ぶ機会に加え、より多様な児童生徒や教職員と関わる機会が
増えることから、集団性、社会性の育成にも繋がると考えておりま
す。
　一方で、義務教育学校に対してご不安を抱えている保護者や地域
の方々もいらっしゃると思うので、開校準備に向けた検討委員会な
どで十分に意見交換を行い、ご不安の解消やより良い学校づくりに
努めてまいりたいと考えております。

　現時点で、学校をなくすという判
断をするのは非常にリスキーに思え
る。国の学校規模の適正基準に収
まっていれば、なんでも良いのか。
　国の基準のみで判断するのではな
く、現場の子どもたちの目線で、よ
り良い教育環境を考えるべき。まず
は、真駒内中が残る場合とそうでな
い場合のそれぞれの計画案を出し、
その案を比較検討することが必要。
　決定事項ではないので、一旦今の
計画案を撤回し、地域・保護者・子
どもと一緒にゼロから地域にとって
理想の学校を考えていくべき。

質問・意見の概要 回答

　想定する児童生徒数が700～800人
との説明があったが、どのような根
拠なのか。
　今年度の真駒内桜山小学校、駒岡
小学校、真駒内中学校の児童生徒数
を合わせると約1000人となるが、
たった３、４年で300人も減るとは思
えない。

　札幌市立小・中学校の児童数・生徒数の推計は、住民基本台帳に
よる幼児数、推計作成年度時点での児童・生徒数の人数を基に、私
立学校への入学や校区外への通学、校区外からの通学、住宅販売状
況などの影響による社会増減などを考慮して算出しております。
　真駒内桜山小学校、駒岡小学校、真駒内中学校の令和４年度の実
績値と令和５年度から令和10年度までの推計値は以下のとおりで
す。

　開催案内につきましては、業者に委託し、真駒内中学校の通学区
域内の全世帯にポスティングしております。
　なお、真駒内桜山小学校、駒岡小学校、真駒内中学校の保護者に
は、ポスティングに加えて、学校を通しても配布しております。

　開催案内について、配られていな
い家庭があると聞いた。なぜ配られ
ていないところがあるのか。

別紙

児童数 学級数 生徒数 学級数 児童生徒数 学級数 児童数 学級数

令和4年度（実績） 605 18 376 11 981 29 80 6

令和5年度（推計） 570 18 366 12 936 30 78 6

令和6年度（推計） 540 18 337 11 877 29 77 6

令和7年度（推計） 501 17 313 9 814 26 85 6

令和8年度（推計） 473 16 294 9 767 25 87 6

令和9年度（推計） 442 15 279 9 721 24 81 6

令和10年度（推計） 417 14 269 9 686 23 81 6

※特別支援学級を除く
※特別支援学級は令和４年度実績で真駒内桜山小学校：14人/3学級、真駒内中学校：11人/2学級
※合計の学級数は義務教育学校となった場合の想定学級数
※駒岡小校区にお住まいの方は、義務教育学校（前期課程）への指定変更が可能です。

真駒内桜山小学校 真駒内中学校 合計 【参考】駒岡小学校


